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概要
複数の導体が存在する系において，導体に帯電する電荷量とそれぞれの導体にお

ける電位の関係について説明する．

1 コンデンサ
コンデンサとは，電荷を蓄えるための装置であり，教科書 [1]図 3・4に示す構造になっ
ている．コンデンサは電荷を蓄える目的があるわけだから，その電気的特性は電荷がどれ
くらい蓄えられるかをもって表現するのが分かり易い．前回の講義で取扱ったように，複
数の導体間における電荷量と電位の関係は比例関係となるから，コンデンサの電気的特性
は以下のように書くことができる．

Q = CV (1)

Cは電極間に電圧 Vを印加したときに蓄えられる電荷量 Qの比例計数である．この比例
計数Cを静電容量といい，単位として [F]（ファラッド）が使用されている．

2 例題
2.1 平行平板コンデンサの静電容量
図 1のような平行平板コンデンサの静電容量を考える．この平板の面積は極板間距離よ
りも十分に大きいものとする．こうすることにより，極板間における電場は全て垂直であ
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図 1: 平行平板コンデンサ

り，平板の端における複雑な構造を無視することができる．極板間の電場 Eは極板の電
荷量を Q,極板面積を S とすると，

E =
Q
ε0S

(2)

である．また極板間の電位 Vは

V = Ed (3)

なので，静電容量Cは，

C =
Q
V
=
ε0S
d

[F] (4)

となる．

3 演習問題 (宿題)
• [練習 1]演習書 [2]p.50,例題 3・2

• [練習 2]演習書 [2]p.51,例題 3・3

• [練習 3]演習書 [2]p.51,例題 3・4
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